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要　　　旨

性教育の実践活動の傾向を明らかにし、今後の性教育のあり方について示唆を得るため、性

教育の実践に関する論文を対象に文献検討を行なった。指定と関係機関の連携に関しては、文

部科学省のエイズ教育(性教育)推進地域の指定による実践で、学校と他機関や家庭などとの

連携が積極的に図られていた。しかし指定期間後の状況は明らかでなく、今後、把握が必要で

ある。対象や教育内容と連携では、対象の年齢が上がるにつれ、また医学的知識を含む内容ほ

ど、連携した実践の割合が高かった。現在、性教育の体系化はされておらず、学校のみに限ら

ないマルチレベルでの展開や生涯学習なども視野に含め、性教育の体系化が求められる。

キーワード:性教育、実践報告、関係機関との連携

はじめに

1987年、エイズ対策関係閣僚会議による「エイ

ズ問題総合対策大綱」を受け、文部省(現文部科

学省)は「エイズの予防に関する知識の普及につ

いて」を都道府県教育委員会に通知した1)。小・

中・高等学校の指導資料が作成、配布されること

により、学校教育活動全体を通じてエイズ教育を

推進するよう指導が行われた。また1993年より

「ェイズ教育(性教育)推進地域事業」が実施さ

れた。これはエイズ教育に関する実践研究を目的

とし、各都道府県に推進地域が1ヵ所指定され、

事業内容には学校種別問および関係機関との連携

のあり方に関する研究も含まれた2)。若者の性を

取り巻く現状として、 1997年以降、 20歳未満の人

工妊娠中絶率が著しい増加を示し3)、性行動の低

年齢化や性に関する適切な知識の普及の不十分さ

が懸念されている。

筆者らは性教育を「性」のみではなく、人格に

も焦点をあて「生」を含む観点から行われるもの

であり、教育現場における性教育の充実のために

は、学校と関係機関・職種が連携した実践が有効

であると考えている。本研究は性教育の実践活動

の傾向を明らかにし、今後の性教育のあり方につ

いて示唆を得ることを目的に行ったものである。
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研究方法

医学中央雑誌および雑誌記事索引のデ-タベー

スに登録されている1997-2001年の5年間におけ

る文献から、 「性教育」をキ-ワードとして検索

した。会議録など具体的な内容について記載のな

いものを除外し、 273件の文献を分析の対象とし

た。これらを総説・研究・実践に三分類し、本稿

では実践に関する文献80件に関して得られた結果

を述べる。分析の視点は、研究者の所属、実践の

動機、目的、主催者(実施者)、対象、教育手法、

教育内容、教育媒体、実践による結果、課題など

である。レビュー内容の妥当性を高めるため、そ

の結果を研究者間において再検討した。
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りの有無により分類し、さらに学校の関わりがみ

られた70件(87.5%)を行政機関などによる指定

の有無で分類した。その後、指定あり・指定なし

の各グループに対し、学校と他機関との連携の有

無で分類し内容を分析した(図1)。

第二段階では、実践の対象・教育内容・連携の

有無に着目して内容の分析を行った。

、結　　　果

1)学校の関わり・指定・連携について

(1)学校の関わりの有無

性教育の実践に関する文献80件を、小学校・中

学校など学校の関わりの有無により分類したとこ

ろ、学校の関わりがあるものは70件、学校の関わ

りのないものは10件であった。

学校と関わりのない実践は、保健所主催のキャ

m

ンベーン、保健所職員対象の学習会、一般市民対

象の公開講座や電話相談などであったo

く2)学校の関わりがある実践における指定の有

無

学校の関わりがあった70件について、行政機関

などによる何らかの指定の有無に着目し分類した。

指定によるものは13件、指定を受けていないもの

は57件であった。

指定による実践13件のうち、文部科学省のエイ

ズ教育(性教育)推進地域の指定によるものは9

件、これ以外の4件は厚生省(現厚生労働省),敬

育委員会による指定であった。

(з)他機関との連携の有無

指定による実践と指定を受けていない実践の各々
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研究機関などとの連携の有無に着目し分類した。

指定による実践13件では、連携のあるものが7件

(53.8%)、連携のないものが6件(46.2%)であっ

た。指定を受けていない実践57件では、連携のあ

るものが22件(38.6%)、連携のないものが35件

(61.4%.であった(表1)。指定による実践は連

携のあるものが半数以上を占め、指定を受けてい

ない実践に比べ連携が促される傾向であった。

①〈指定あり・連携あり》　の実践

7件中5件が文部科学省のエィズ教育(性教

育)推進地域の指定を受けたものであっ

た4)5)6)7)8)。 5件とも教育委員会と関わりのあっ

た実践で、このうち複数の機関や職種の関わり

は2件、学校間や地域の関わりは4件に明記さ

れていた。執筆者が教諭である文献2件からは

校内における教諭の組織化・協力体制にも触れ

られていた。対象は児童・生徒に限定されず保

図1　学校の関わり・指定・連携の有無による分類
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衷瑠　連携・指定の有無による文献数

(単位:件)

指 定

あ り なし

連 あり 7 22

携 な し 6 35

護者・地域住民も含まれ、活動方法は創作劇の

発表、講演会や新生児・妊婦とのふれあい体験

など、各対象や教育内容に即した方法で構成さ

れており、対象・方法ともに広範囲に及んでい

た。しかし、すべての文献に指定期間終了後の

状況についての記述はなかった。

その他の指定による2件では連携は一機関に

限られ、学校間・地域の関わりや校内における

連携については記述がみられなかった9)10)。

② 〈指定あり・連携なし》の実践

6件すべての執筆者は学校の教諭であり、

教科の単元の工夫を中心とした内容であっ

た11)12)13)14)15)16)。教諭の目線から教育方法を検討

する目的で実践の一部に焦点が絞られたものが

多く、他機関との連携に関する記載はみられな

かったが、地域・家庭との関わりに触れたもの

は4件あった。

③ 〈指定なし・連携あり》　の実践

執筆者が医師・助産師など医療機関所属者9

件、教育・研究機関所属者5件、保健師など行

政機関所属者4件、学校の教諭3件であった。

助産師、保健師や教育・研究機関など、教諭と

は異なる職種が加わることにより、各々の専門

性が生かされた教育内容となったことが伺えた。

また、出産疑似体験、心理劇、ピア・エデュケ-

ションなど手法にも広がりがみられた17)18)19)20)

実践の動機は、子どもの現状からの必要性、望

まない妊娠・性感染症(以下STD)の防止、

学校・教諭からの依頼や教育方法の試行など様々

であった。

連携機関が複数であるものは7件(31.8%)

で、連携機関にはすべて教育委員会・保健所な

どの行政機関が含まれていた18)19)21)22)23)24)。これ

らの実践では,準備段階より他機関との関わり

をもち展開されたと伺えるものがあった18)22)。

④ 〈指定なし・連携なし》の実践

実践の動機として、子どもの現状を踏まえた

必要性、教育方法の工夫、学校内における気運

や養護教論の意向などが挙げられていた。他機

関との連携に関する記述はなかったが、校内に

おいて学級担任、教科担当教諭や養護教諭が連

携したものがあった25)26)27)28)29)30)。

2)対象・教育内容・連携について

対象を「小学生」、 「中学生」、 「高校生」、 「大学・

短大生」 (高等専門学校生を含む)、 「その他」に

分類した。教育内容は、生命誕生の仕組、思春期

の身体的変化などを「生殖」に、人と人との関わ

り、性の自己決定、生き方に関する内容を「人権・

ジェンダー」に、エイズおよびsTDの感染経路

や症状、予防などを「ェイズ　STD」に三分類

できた。内容が三分類中いずれか単独であるもの

は18件,二っが重複しているものは34件、三っが

重複しているものは14件であった。

対象別の教育内容を図2に示した。小学生対象

の実践ではエイズ　STDに関する実践が少数で

あったが、それ以外は、各対象において3つの教

小学生　　　　中学生 大学・短大生　　　その他

図2　対象別にみた教育内容

口生殖

凹人権・ジェンダー

司エイズSTD
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育内容が同程度の件数であった。

対象別にみた連携状況では、連携があったもの

は小学生12件(37.5%)、中学生12件(41.4%)㌔

高校生13件(59.1%)、大学・短大生3件(100%)、

その他8件(80.0%)であった(図3)。大学e

短大生が対象のものは件数が極めて少数であるた

め傾向をとらえることは困難であるが、高校生ま

では学齢が上がるに従い、連携したものが増加す

る傾向が伺えた。

教育内容別にみた連携状況では、連携のあった

ものは、エイズ　STD 20件(62.5%)、生殖22件

(45.8%;、人権・ジェンダー20件(39.2%)の帽

に高い割合であった(図4)。

考　　　察

指定と連携に関しては、文部科学省のエイズ教

育(性教育)推進地域事業の事業内容には関係機

関、学校種別間や家庭との連携に関する研究が含

まれており、この指定による実践報告にも、学校

と教育委員会などの行政との連携が積極的に進め

られ、学校間・校内の教諭間における組織化・協

力体制が図られ、保護者や地域の社会資源も取り

4б

込み展開されたと推察できるものが多かった。今

回の研究では論文中の記述内容からの分析に留まっ

ているが、 〈指定あり・連携なし》や〈指定なし》

に分類した文顧呑、実際には指定や連携があるこ

とも考えられた。また、指定による実践報告のす

べてに指定期間後の状況について記述したものは

なかった。文部科学省が「ェイズ教育(性教育)

推進地域事業」の見直しを目的とした調査を2004

年度より開始するという動きもあるが31)、指定期

間後の連携の継続状況や家庭・地域における状況

など把握し、今後の施策に生かすべきであろう。

対象と連携に関しては、対象の年齢が上がるに

従い、連携した実践の割合が高かった。これは教

育内容の高度化に伴う内容の充実を図るため、ま
ふJ些与垂甘口J、一,,　ロコ圭一н一口　_　≡主三Jj二三一チJ甘口′・тヽこ7史'卓に7~L[7Eh I- 1　一一ア-
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性行動が活発化する年代であるためと考えられたo

しかし、高校生でも連携した実践は6割弱に留ま

り、外部機関に対する学校の閉鎖性が伺えた。大

学・短大生を対象とした文献は件数が限られては

いたが、すべての実践で連携がみられ、大学・短

大においては外部機関との連携に柔軟な姿勢であ

ることが推測できた32)33)34)。

教育内容と連携については、エイズ　STDで
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図3　対象別にみた連携状況
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図4　教育内容別にみた連携状況
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は6割,生殖では5割弱に連携がみられ、ともに

医学的知識を含む内容であることから連携が促さ

れやすいと考えられた。

現状として、性教育は学校を中心に実践されて

おり、体系化されたものはなかった。近年、厚生

労働省HIV社会疫学研究班若者予防グループの

主導によるWYSH (Well-being Of YOuth in

Sexual Healthの略)プロジェクト35)が開始され

るなど新たな活動もみられる。これは、社会(地

域・保健所)と集団(学校)のマルチレベルで展

開する手法を取り入れた実践である。また、三

浦36)はエイズに対する偏見を父母や祖父母が抱い

ているという子どもの声を取り上げ、生涯教育と

いう視点の重要性を述べており、このような観点

を含めた性教育の体系化が求められる。

今回の文献検討を通し性教育の実践に関する傾

向は伺えたが、連携の有無、連携機関、準備や実

践の段階における具体的な連携内容などについて

記述がないものが多く、詳細の検討には限界があっ

た。今後、実態調査などが必要であると考えてお

り、本研究により調査項目に対する示唆を得るこ

とができた。

本研究は第6回日本地域看護学会学術集会にお

いて発表したものに加筆修正したもので、 2003年

度　2004年度神戸学院大学人文学部研究推進費の

助成を受けて行った研究の一部である。
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